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政府情報システム調達における

AI駆動型開発の導入促進

に関するご提案

資料５
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日本

「創る」の次の時代を創る。

所在地 〒10 5- 0 0 0 3  東京都港区西新橋1丁目2- 9  
日比谷セントラルビル

Singapore 18  ROBINSON ROAD, # 20 - 0 2 , 18  
ROBINSON, 0 4 8 54 7

USA 214  Home r Ave , Pa lo Alto , CA, 9 4 30 1

約13 0名（グループ連結）従業員数

9 9百万円（資本準備金を含む）資本金

20 17年8月設立

ISO/IEC 27001:2022、SOC2 TypeⅡ保証報告書受領認証

J ite raについて
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AI Conte xt Pla tform J ite ra  - 特許取得済み (第778 9 28 4号*)

・要件定義書

・概要設計書

・詳細設計書

・画面設計書

・テーブル定義書

・テスト仕様書

・コーディング規約

・COBOL
・Python
・J avas c rip t
・ABAP
・HTML
・C
・他あらゆる言語

コード、ドキュメントをインポートしコンテキストを増やし

溜まったコンテキストを使ってコード、ドキュメントをさらに生成

*生成AI（LLM）を用いてソースコードから要件定義書・設計書・テスト仕様書等のドキュメントを逆生成（リバースエンジニアリング）し、コードの変更に

合わせてドキュメントを自動で更新可能とする一連の技術プロセスについて、特許（特許第778 9 28 4号）を取得

コード ドキュメント

MD



コンテキストとは

非形式知

コード、仕様書、設計書 (Ma rkdown, PDF, Exc e l e tc …)

DB内のテーブル・レコード・API経由で取得可能なデータ構造化データ

形式知

AIエージェント

設定
スケジュール実行

We bhook
Skill

AIにとってのコンテキスト

貯める

使う

DBに溜まっているデータ、仕様書や設計書などのドキュメント（形式知）
人間のコミュニケーションで交換される非形式知がAIにとってのコンテキスト

スケジュール実行
We bhook

Skill

スケジュール実行
We bhook

Skill

スケジュール実行
We bhook

Skill



ベンチャー

地方中小ベンダー

準大手SIer
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一例）調達・契約業務管理システムの導入等業務一式

（子ども家庭庁）

実際に公開されている入札案件などを元に擬似入札の演習を実施

AIを用いた公共案件への取り組みの検証により課題を抽出

ご協力いただいた開発ベンダー様

実際にAIを用いて入札の擬似演習による検証を実施
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検証結果
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クオンティア様、検証内容発表
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ヒアリング結果

1

2

3

顕在課題 根本課題

AI Ready な

コンテキスト
の欠如

既存ベンダーと発注者の間にプロジェクトに関
する知識の差が発生している

要件が曖昧であり、解釈の余地が大きいため仕

様が揺れるリスクがある

政策目的の優先度判断不能、前提条件が提示さ

れない場合の判断保留などが起きてしまう
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全てのプロセスにAIを導入し、発注者<>受注者でコンテキストを共有しあう仕組みへ

発注者 受注者

現状分析 入札参加

評価

受注

設計

開発進捗確認

検査

受け入れ
運用・保守

運用

コンテキスト

業務フロー・要件定義

提案書

発注

設計書

コード

テスト仕様書

マニュアル

他ドキュメント、会議内容、メール他
人間が行うコミュニケーションを含む

霞ヶ関WAN / 政府共通ネットワーク等
セキュアな環境



発注者がコンテキストを保持し、運用・保守を行う業者でも活用できるように

することでAI駆動による運用・保守ができるようにしていく。
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AI駆動開発による質の高いソフトウェアを創るために

AI Ready な
状態にする

Exc e lやPowe rpointなどのフォーマットは現在のAIの精度ではあまり相性が良

くない。

Markdown 形式及びMermaid 記法を用いたドキュメントに集約していくことで

、AIが読みやすい形式・出力しやすい形式となる。

課題

解決

過去案件の

コンテキストを
共有する

過去の資料が残っている場合はその資料を安全な環境にあるAIエージェントに

蓄積し、受注者が過去の経緯を理解したAIエージェントを使えるようにする。

課題

解決

関連するプロジェクトのドキュメントなどが参照しづらい状態であるため、AI
を活用したプロジェクトを公共案件で行いにくい。

新規案件ではAI
活用を意識した

状態にする

課題

解決

AIを意識した形の発注方式にしない場合、その次に発生する運用保守や関連プ

ロジェクトでもAI活用がしにくいという負のループが起きる可能性がある。



ビジュアライズされたもの Markdown 自体

ビジュアライズされた
Mermaid

Mermaid 記法
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Mermaid 記法はガントチャートやフローチャート、その他グラフ等にも対応し表現力が高い

Ma rkdown及びMe rma idを用いることにより、チャートやグラフも対応可能。

トークン量の観点からもAIへの負担を軽減できるため、AI駆動開発において推奨されることが多い。

Ma rkdown及びMe rma idについて



12

礼
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